津島岡大遺跡 17　―第23・24次調査―　（文化科学系総合研究棟新営） by 野崎, 貴博 et al.
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b 2 岡山大学津島地区遺跡群の調査H（農学部BH13区他） 1986
C 3 津島岡大遺跡3（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第5冊） 1992
d 4 岡山大学構内遺跡調査研究年報4 1987
e 5 津島岡大遺跡4（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第7冊） 1994
f 6・7 津島岡大遺跡6（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第9冊） 1995
9 8 津島岡大遺跡5（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第8冊） 1995
h 9 津島岡大遺跡10（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第14冊） 1998
i 10・12 津島岡大遺跡11（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第16冊） 2003
j 11 津島岡大遺跡7（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第10冊） 1995
k 13 津島岡大遺跡8（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第12冊） 1997
1 14 津島岡大遺跡9（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第13冊） 1996
m 15 津島岡大遺跡14（岡山大学構i内遺跡発掘調査報告第19冊） 2004
n 16 岡山大学構内遺跡調査研究年報14 1997
O 17 津島岡大遺跡16（岡山大学構内遺跡発掘調査1報告第21冊） 1997
P 18 岡山大学構内遺跡調査研究年報16 2000
q 19・21 津島岡大遺跡12（岡山大学構i内遺跡発掘調査報告第17冊） 2003
r 20 岡山大学構内遺跡調査研究年報16 2000
S 22 津島岡大遺跡16（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第21冊） 2000
t 23・24・25本書・【岡山大学構内遺跡調査研究年報17・18】 2000・2001
u 26 津島岡大遺跡15（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第20冊） 2005
V 27 津島岡大遺跡13（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第18冊） 2003
W 28 【紀要2002】 2004





























































































































































































































































































































































番号 時期 平面形 長辺（cm） 短辺（cm） 深さ（cm） 底面高（m） 断面形 検出高（m）
ユ 弥生早期 （楕円形） （U5） （一） 52 0．93 箱形 1．32～1．45
2 弥生早期 （楕円形） （75） （50） （30） 0．70 袋状 0．84～0．92
3 弥生早期 （不整円形） （38） （一） （29） 0．62 逆台形 0．88～0．90
4 弥生早期 （円形） （70） （一） （12） 0．78 皿形 0．91
【溝1】
番号 時期 幅（cm） 深さ（cm） 底面高（m） 断面形 検出高（m）
1 弥生早期 70～84 （40）
1．58→1．55（S→N）
P．65→1．42（S→N）逆台形・半月形 1．80
2 弥生早期 240～33042～58 177→152（N→S） （皿形） 2．20
3 弥生前期 88～184 （36） 198→192（N→S）皿形～逆台形 2．32
4 弥生前期 417～480（72～83） 1．94→1．61（E→W） 逆台形 2．30～2．40
5 古墳 （184） 52 211（NE→SW） 一 2．62～2．58
6 古墳 （104） （35） 201（NE→SW） 半円 2．34～2．38
7 古墳 208～238（32） a28→al6（NE→SW）皿形 248～2．59
8 古墳 69～134（23～42）214→196（NE→SW）逆台形～皿形 2．35～2．39
9 中世 80 U～18 215→207（N→S） 皿形 223～2．28
10 中世 90 10 217（N→S） 皿形 2．26






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 深鉢 一 外：3本？沈線磨消縄文（RL）・ミガキ、内：摩滅 灰黄褐色 良：細砂


































































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 深鉢 ロ径27．0外：矩形枠状区画文・磨消縄文（LR）・ミガキ、内：ミガキ 淡灰白色 良：細砂～粗砂
2 深鉢 一 外：波状口縁・太い沈線文・摩滅、内：摩滅 明茶褐色／明茶～暗褐色 粗：粗砂～細礫
3 深鉢 一 外：2本沈線・摩滅、内：摩滅 暗褐色 やや粗：細砂～粗砂
4 深鉢 一 外：3本？沈線磨消縄文（RL）・ミガキ・縄文帯部分に穿孔あり、内：ミガキ 灰褐色 精良：細砂
5 深鉢 一 外：口縁部肥厚・端部に刻み、内：摩滅 明灰褐色 良：細砂～粗砂
6 深鉢 一 外：2本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ、内：ナデ 明燈褐色 やや粗：粗砂
7 深鉢 一 外：口唇上端に円形刺突列、内：ナデ 明褐色 粗：細砂～細礫
8 深鉢 一 外：二枚貝条痕、内：ナデ 暗灰褐色／明灰褐色 良：粗砂
9 浅鉢 一 外：ナデ、内：ナデ 灰褐色 やや粗：粗砂～細礫



























































































































































































































































































































































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 深鉢 一 外：多重の矩形枠状区画沈線文・ミガキ、内：ミガキ 暗褐色 良：細砂～細礫
2 深鉢 一 外：2本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ、内：ミガキ 黒色 精良：細砂
3 深鉢 一 外：2本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ 灰黄褐色 精良：細砂～粗砂
4 深鉢 … 外：2本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ・沈線内に刺突 灰黄褐色 精良：粗砂
5 深鉢 一 外：沈線文・摩滅、内：摩滅 灰褐色／灰茶褐色 やや粗：粗砂
6 深鉢 … 外：2本？沈線磨消縄文・渦巻文・ミガキ、内：ナデ？ 黒褐色 精良：細砂
7 深鉢 一 外：沈線文、内：ナデ 灰茶褐色、茶褐色 良：細砂
8 深鉢 一 外：摩滅・山形枠状区画文、内：ミガキ 暗褐色 やや粗：細砂～粗砂
9 深鉢 一 外：2段構成の縦位の沈線文、内：ナデ 灰褐色 良：細砂
10 深鉢 一 外：2本単位の太い沈線文・ミガキ、内：ミガキ 灰褐色／淡灰褐色 精良：細砂、角閃石
ll 深鉢 一 外：磨消縄文（RL）・枠状区画文・ミガキ、内：ミガキ 暗褐色 良：細砂～粗砂
12 深鉢 一 外：多重枠状区画沈線文・ナデ、内：ナデ 灰茶褐色／茶褐色 良：細砂～粗砂
13 深鉢 ｝ 外：摩滅・山形枠状区画文、内：ミガキ 暗褐色 良：粗砂
14 深鉢？ 一 外：斜め方向の隆帯、内：ナデ 暗褐色／黄茶褐色 精良：粗砂
15 深鉢 一 外：2本？沈線磨消縄文・ミガキ、内：ミガキ 灰黄褐色 良：粗砂～細礫
16 深鉢 一 外：磨消縄文（RL）・ミガキ、内：ナデ 灰黄褐色／暗褐色 精良：細砂～粗砂
17 深鉢 一 外：2本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ、内：ミガキ 明黄褐色 精良：細砂～粗砂
18 深鉢 一 外：2本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ、内：摩滅 灰黄褐色 やや粗：粗砂
19 深鉢 外：磨消縄文（RL）・縄文帯を画す縦位の沈線文・沈線内に刺突、内：ミガキ 暗褐色 良：粗砂
20 深鉢？ … 外：3本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ、内：ミガキ 淡黄灰褐色 精良：細砂～粗砂
21 深鉢 一 外：3本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ、内：ミガキ 黒褐色 精良：細砂
22 深鉢？ 一 外：3本沈線磨消縄文（RL）・ミガキ 灰黄褐色 良：粗砂、角閃石
23 鉢？ 一 外：磨消縄文（RL）、内：ナデ 暗褐色 良：粗砂
24 深鉢 一 外：2本沈線磨消縄文？（RL）、内：ナデ？ 灰褐色 やや粗：粗砂





















































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
26 深鉢 一 外　ナデ、内　ナデ 灰褐色 精良　細砂～粗砂
27 深鉢 一 外　ミガキ、内　ミガキ 灰黄褐色 良粗砂
28 深鉢 一 外　巻貝条痕、内　巻貝条痕 暗褐色／灰褐色 やや粗　細砂～粗砂
29 深鉢 一 外摩滅、内　ミガキ？ 灰黄褐色 粗粗砂
30 深鉢 一 外　ミガキ？、内　ナデ 灰茶褐色 粗粗砂
31 深鉢／鉢 一 外　巻貝条痕ナデ、内　ナデ？ 暗褐色 粗粗砂
32 深鉢 一 外巻貝条痕？内　ナデ 灰褐色 精良　細砂
33 深鉢 一 外摩滅、内　ロ唇端部に沈線1条・縄文施文？ 暗灰色 やや粗粗砂
34 深鉢 一 外　巻貝条痕、内　ナテ 異褐色 やや粗粗砂
35 深鉢／鉢 一 外　ミガキ、内　ミガキ 黒褐色 精良細砂～粗砂
36 深鉢 底径102外ナデ、内　指おさえ 灰褐色／灰黄褐色 粗　細礫
37 深鉢 底径78 外巻貝条痕、内　ナデ 灰黄褐色／暗褐色 良細砂～粗砂
番号 器種 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量（9） 石材 特　　徴
S2 模形石器 33 32 8 87 サヌカイト 両極打法






























































番号 法量（cm） 形態・手法ほか位置ﾔ号 器種 木取り 長 幅 厚さ 樹　　種
W1176 杭 丸木 98．3 47 43 先端部焦がし（片面中心）、ほぼ均整に尖る、樹皮なし、枝払い有り、最長 コナラ属アカガシ亜属









































法量（cm） 形態・手法ほか 樹　　種番号 位置ﾔ号 器種 木取り 長さ 幅 厚さ
W7209 杭 丸木 56429 2．7 先端部焦がし（片面中心）、切出し状に尖る、樹皮有り、枝払い有り コナラ属アカガシ亜属W8191 杭 丸木 51．9 3．8 3．8 先端部焦がし（全周）、均整に尖る、樹皮有り、枝払い有り コナラ属アカガシ亜属W9 一 杭 丸木 43．6 23 2ユ 先端部焦がし（片面中心）、焦がしの面を中心に削れる、樹皮有り、枝払いなし コナラ属アカガシ亜属W10177 杭 丸木 41．7 3．5 3．6 先端部焦がし（全周）、均整に尖る、樹皮有り、枝払いなし コナラ属アカガシ亜属
W1199？ 杭 丸木 33．6 3．3 24 先端部焦がし（全周）、ほぼ均整に尖る、樹皮なし、枝払いなし コナラ属アカガシ亜属





















































番号 器種 木取り 法量（cm） 形態・手法ほか長さ 幅 厚さ 樹　　種
W13加工木 柾目 20．8 5．6 2．2 柾目材扶り有 樹皮
Wl4板目材 板目 18．3 5．2 1．8 側面に2か所のV字状加工（挟り） ケヤキ
Wl5加工木 丸木 25．1 6．0 4．2 表面削り、樹皮有り、側面に1か所のV字状加工（挟り） ムクノキ
W16加工木 半割？ ユ7．8 5．6 2．8 半割材？上端部に切断痕 コナラ属コナラ節




























法量（cm） 形態・手法ほか 樹　　　種番号 器種 木取り 長さ 幅 厚さ
W18加工木 丸木 25．9 42 41 表面削り、樹皮有り ムクロジ
W19加工木 丸木 21．5 3．3 3．0 先端部加工、先端部に焦がし コナラ属コナラ節
W20割材？ 割材？ 18．3 5．7 3．7 表面削り ケンポナシ属
W21丸木 丸木 20．5 5．9 42 表面削り ケヤキ





































法量（cm） 形態・手法ほか番号 器種 木取り 長さ 幅 厚さ 樹　　種
W23板目材 板目 39832．9 5．9 下端部に切断痕 コナラ属アカガシ亜属
W24板目材 板目 53．2 14．5 3．9 板材、他の加工なし コナラ属アカガシ亜属
W25柾目材 柾目 20．6 9．1 2．8 板材、他の加工なし クヌギ
W26柾目材 柾目 9．2 6．0 2．3 柾目材残材 コナラ属アカガシ亜属
W27板目材 板目 26．5 6．2 2．8 板材、右側面の段は加工の可能性もある コナラ属アカガシ亜属
W28板目材 板目 22．1 4．8 2．5 板材、他の加工なし ムクノキ
W29みかん割材 みかん割 18．3 6．8 3．9 残材 ムクノキ

































1 0，734 043824．4 3．2 ○ ○ 992 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 84 0，596 0．2 20．3 2．8 ○ ○ 1052コナラ属アカガシ亜属 ○
2 0，665 0，44629．5 3．0 × ○ 1076コナラ属アカガシ亜属 ○ 85 0，562 0，273 25．8 3．2 ○ ○ × 1020コナラ属アカガシ亜属
3 0，688 0，44623．2 34 ○ ○ 973 リンボク 全周 片面 85 9．0 3．2 × ○ 一 ○
4 0，636 0．35 25．1 3．4 ○ ○ 1056コナラ属アカガシ亜属 86 0，697 0，42526．0 3．6 ○ ○ 1018コナラ属アカガシ亜属 ○
5 0，623 0，41533．1 3ユ × ○ 967 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 87 0，749 0．35 54．3 46 なし ○ ○ 1101イヌガヤ なし 均整
6 α651 0，51515．3 3．8 ○ ○ ○ 958 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 88 0，595 α373 20．4 3．4 ○ ○ 1058不明 ○
7 0．81 0，48525．3 40 ○ ○ 1065コナラ属アカガシ亜属 ○ 89 0，758 0，372 39．8 39 ○ ○ ○ 984 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整？
8 0，597 0，51511．0 3．2 × ○ 1047サカキ ○ 90 0，734 0，359 38．4 3．8 ○ ○ ○ 1053コナラ属アカガシ亜属 ○
9 12ユ 2．7 × ○ 955 コナラ属アカガシ亜属 全周 片面 91 0，717 0，342 37．6 3．9 ○ ○ 948 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
1ユ 242 3．2 × ○ 994コナラ属アカガシ亜属 全周 片面？ 92 07320317366 3．8 ○ ○ U40リンボク ○ 片面
12 205 3．7 ○ ○ 一 全周 均整？ 94 0．71 0，382 16．3 3．2 × ○ 1013コナラ属アカガシ亜属 ○
20 0．79 0．54 28．5 42 ○ ○ ○ 985 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整？ 95 0．53 0．28 179 2．0 ○ ○ × 1012コナラ属アカガシ亜属 ○
23 0，626 0，50511．8 3ユ × ○ 1069コナラ属アカガシ亜属 ○ 96 0，702 0．33 33．0 3．2 ○ ○ 954コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
23 11．0 2．9 × × 一 97 0，682 0ユ55 43．3 3．5 ○ ○ 1040コナラ属アカガシ亜属 ○
24 0，661 0568235 3．8 ○ ○ 1068コナラ属アカガシ亜属 ○ 98 0，616 0．39 17．3 3．0 ○ ○ 1011コナラ属アカガシ亜属 全周 均整
25 0，669 0，54619．1 3．1 ○ ○ 1062コナラ属アカガシ亜属 ○ 101 0，572 0，212348 2．9 ○ ○ 1148コナラ属アカガシ亜属 全周 片面
25 9ユ 3．4 ○ × … 一 一 102 22．2 3．0 ○ ○ 1147スダジイ ○ 片面
26 0，662 0，42827．4 39 ○ × 959 コナラ属アカガシ亜属 ｝ ｝ 103 05390，291 25．8 38 ○ ○ 1144コナラ属アカガシ亜属 全周 均整
27 0，676 0．5 20．7 3．3 × ○ 965 コナラ属アカガシ亜属 全周 片面 104 0，697 0ユ22 28．8 3．8 ○ ○ 1146コナラ属アカガシ亜属 ○ 片面
29 0，636 0，41214．5 2．5 ○ × 1055コナラ属アカガシ亜属 一 一 105 0，442 348 3．6 ○ ○ 950 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
29 10．0 2．4 ○ × ｝ 一 一 106 0，387 0，299 37．2 3．1 ○ ○ 1044コナラ属アカガシ亜属
31 0，647 0，47527．0 3．5 × × 1079モチノキ属 106 12．8 2．7 × ○ 1141コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
32 0，656 0，48429．6 3．3 × ○ 963不明 片面 片面 107 0，477 026 25．7 2．8 ○ × 1014リンボク
33 0，724 045 37．8 3．3 ○ ○ 961 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整？ 110 0，343 0．13 243 3．7 × ○ 951 サカキ 全周 均整
33 10．5 2．6 ○ ○ × 982 コナラ属アカガシ亜属 一 … 111 0，464 0，07534842 ○ ○ 1032モチノキ属 ○
34 0，548240 3．9 ○ ○ ○ 962 コナラ属アカガシ亜属 全周 片面 112 0，468 0，272 17．3 3．2 × ○ 949 リンボク 片面 片面
35 0，671 0，53529．0 3．2 × ○ 1051コナラ属アカガシ亜属 ○ 113 0，459 0，283 18．7 3．5 ○ ○ 1057コナラ属アカガシ亜属 ○
36 0，662 047 26．2 3．0 ○ ○ 969 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 118 28．3 3．0 ○ ○ ○ ？
36 49．5 3．2 ○ ○ 1066コナラ属アカガシ亜属 ○ 121 42．2 3．3 ○ ○ 1117コナラ属アカガシ亜属 ○
36 8．8 3．3 × × 1078コナラ属アカガシ亜属 124 0，115一〇．554 53．1 3．3 ○ ○ ○ 1022コナラ属アカガシ亜属 ○
37 0，647 0．49 14．3 2．5 × ○ ○ 一 全周 片面 125 0ユ85一〇．383 65．5 5．1 ○ ○ 1097リンボク ○
37 15．4 5．1 × × 一 … … 126 0，115一〇．172 41．7 2．5 × ○ ○ 1088コナラ属アカガシ亜属 ○
38 0，654 0．52 27．7 4．3 ○ ○ ○ 960 リンボク ○ 127 0．15 一〇．297 53．2 3．3 ○ ○ ○ 1024スダジイ ○
38 15．6 3．5 ○ ○ 1067コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 128 0，007一〇．413 148 2．8 × ○ 1005コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
39 α666 0，5391α3 34 ○ × 976 コナラ属アカガシ亜属 一 一 129 0146一〇404 397 2．6 ○ ○ 1010リンボク 全周 均整
40 0，589 0，50811．2 2．2 × ○ 1027コナラ属アカガシ亜属 ○ 131 0，046一〇．513 69．1 3．7 ○ ○ 1072コナラ属アカガシ亜属 ○
40 7．8 29 ○ × 一 132 一〇．9 40．2 3．2 ○ ○ 999 コナラ属アカガシ亜属 全周 片面
42 0，637 0，35827．6 3．0 × 990 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 134 一〇．522 62．8 3．4 ○ ○ ○ 1008コナラ属アカガシ亜属 ○
43 α562 03 12．3 24 × ○ 956 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 135一〇．092一〇．291 28．8 3．1 ○ ○ ○ 1084コナラ属アカガシ亜属 ○
48 0．73 0，40335．9 5．7 ○ ○ × 1143クリ … 一 137 48．5 4．3 ○ ○ × 1050コナラ属アカガシ亜属 一 …
49 0，686 0，36132．3 3．3 × ○ 953モチノキ属 片面 片面 138 02 一〇．315 45．8 3．3 ○ ○ 1045コナラ属アカガシ亜属 ○
50 0．65 042827．3 3．9 × ○ 952 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 139 0，186一〇．275 44．0 3．4 ○ × 1043コナラ属アカガシ亜属
53 0，775 0．31 40．9 3．3 ○ ○ 1145コナラ属アカガシ亜属 全周 片面 140 25．2 3．2 ○ ○ 1004コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
53 16．6 3．3 ○ × 一 142一〇．163一〇．209 61．0 3．4 ○ ○ 1026コナラ属アカガシ亜属 ○
55 20．4 3．0 × ○ 1023コナラ属アカガシ亜属 ○ 142 41．8 2．8 ○ × 1046コナラ属アカガシ亜属 ○
56 21．7 3．6 × × 1095イヌガヤ 143 0．03 一〇．269 15．6 3．1 × ○ 1000コナラ属アカガシ亜属 ○ 片面
57 0．8 0，44235．8 29 × ○ 1017コナラ属アカガシ亜属 ○ 144 0，026一〇．423 47．3 2．6 ○ ○ 1007コナラ属アカガシ亜属 ○
58 0，749 0，41726．7 3．4 × × 1077スダジイ 145 0，042一〇．383 35．7 3ユ ○ ○ 1063コナラ属アカガシ亜属 ○
59 0，797 04383L6 2．5 ○ × 972 コナラ属アカガシ亜属 一 一 155一〇．12 一〇．301 240 3．7 × ○ 1070コナラ属アカガシ亜属 ○
59 31．8 3．3 × ○ ○ 988 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 156一〇．099一〇．643 364 3．3 × ○ 1083コナラ属アカガシ亜属 ○
60 0，751 0．38 375 3．6 ○ ○ 1086コナラ属アカガシ亜属 ○ 157一〇．099一〇．299 37．4 3．0 ○ ○ × 1080コナラ属アカガシ亜属
62 0．75 0．35 29．8 3．4 ○ ○ ○ 1021コナラ属アカガシ亜属 ○ 160一〇．0］4 一〇．221 220 3．8 ○ ○ 1096コナラ属アカガシ亜属 ○
63 0．74 0，33741．5 3．2 ○ ○ ○ 1016コナラ属アカガシ亜属 ○ 161 0，134一〇．338 28．5 3．5 ○ × 1075コナラ属アカガシ亜属
65 07220，33832．5 3．4 × ○ ○ 974 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 161 33ユ 3．1 ○ ○ 1081コナラ属アカガシ亜属 ○
66 0，693 0，33230．7 3．6 ○ ○ 1039サカキ ○ 163一〇．02 一〇．224 38．2 3．2 ○ ○ ○ 966 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
67 12．7 2．7 ○ ○ 1034コナラ属アカガシ亜属 ○ 163 20．6 52 × ○ × 一
68 9．3 3．2 ○ 1038クリ × 166 一〇．223 40．1 3．3 ○ ○ 1002コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
68 7．7 3．2 ○ 一 × 169 一〇．06 33．2 2．9 ○ ○ × 1015コナラ属アカガシ亜属
68 5．0 3．2 ○ 一 × 171 一〇．186 38．8 3．2 ○ ○ 946 リンボク 片面 片面
69 0，22419B 3．2 ○ ○ 1090コナラ属アカガシ亜属 ○ ユ72 38．3 3．0 ○ ○ ○ 1001コナラ属アカガシ亜属 ○
69 27．1 3．1 ○ × 一 172 一〇．193 47．1 3．8 ○ ○ × 1049コナラ属アカガシ亜属
70 0，657 041 32．0 3．8 ○ ○ 1033コナラ属アカガシ亜属 ○ 173 α054一〇．18 31．2 3．2 ○ ○ 975 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整
72 0，643 0，251242 2．8 ○ ○ 983 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整？ 175 63．0 3．3 ○ ○ × 1111コナラ属アカガシ亜属
73 α524 0．23 9．5 3．0 ○ ○ 1082コナラ属アカガシ亜属 ○ ユ76 9＆3 47 × ○ ○ ユU2 コナラ属アカガシ亜属
73 9．0 2．3 ○ × 一 177 0ユ37一〇285 41．7 3．6 ○ × ○ 940 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整
73 16．3 2．5 ○ × 一 178 0，259一〇．193 50．1 34 ○ ○ 991 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
77 07570，421 32．3 3．5 ○ ○ ○ 968 コナラ属アカガシ亜属 片面 ？ 179 0，263一〇．177 42．2 2．4 ○ ○ 1054コナラ属アカガシ亜属 ○
78 0，757 0，32947．8 45 ○ ○ 986 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面 180 29．9 2．9 × ○ 980 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整？
79 28．8 3．7 ○ × 1036コナラ属アカガシ亜属 181 0，095一〇．2 239 3．8 ○ ○ × 1064コナラ属アカガシ亜属 ○
80 0．4 13．0 3．0 ○ × 1030コナラ属アカガシ亜属 182 0，093一〇．264 33．1 3．6 ○ × 1048コナラ属アカガシ亜属 一 一
80 10．0 3．2 ○ ○ × 一 183 0．03 一〇．384 32．1 2．8 ○ ○ 998コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
81 0．75 0ユ85 9．6 28 ○ × 979 コナラ属アカガシ亜属 一 一 184 0，095 45．0 3．0 ○ ○ 936 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
81 8．8 2．2 × ○ ∠ 全周 均整？ 185 0，049 65．8 3．7 ○ × ○ 1107コナラ属アカガシ亜属































187 38．1 3．0 ○ ○ ○ 970スダジイ 全周 一 54？ 30．1 3．3 ○ ○ 1142不明 全周 均整
189 一〇．404 427 3．0 ○ ○ 1041コナラ属アカガシ亜属 ○ 99？ 0，683 0，22427．9 3．4 ○ ○ 1099コナラ属アカガシ亜属 ○ 片面
190 0，025 45．9 2．5 ○ ○ ○ 989 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面 99？ 33．6 3．3 × × ○ 1115コナラ属アカガシ亜属 全周 片面
193 0，075一〇．28 8．5 3．2 × ○ 1073コナラ属アカガシ亜属 ○ 一 0，125一〇16322．7 3．2 ○ × 1035コナラ属アカガシ亜属
193 43．9 2．6 ○ ○ 1074コナラ属アカガシ亜属 ○ … 37．5 3．4 × ○ 一 全周 均整
195 0．09 一〇．242 27．4 2．8 ○ ○ 1060ムクロジ ○ … 341 2．7 ○ × 939 コナラ属アカガシ亜属
196 0，128一〇．275 35．7 3．5 ○ ○ ○ 933 スダジイ 片面 片面 一 35．1 3．4 ○ × 1037コナラ属アカガシ亜属
197一〇．093一〇．233 29．7 2．7 ○ ○ 1093コナラ属アカガシ亜属 ○ 一 0．2 19．4 2．6 ○ ○ 938 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整
198 0，106一〇．27 35．0 3．4 ○ ○ ○ 1116コナラ属アカガシ亜属 ○ 片面 一 0，119 35．3 3．0 ○ ○ ○
199 0，047一〇．239 302 3．2 ○ ○ 993 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面 ｝ 0，099一〇．328 55．8 45 × × 1028クワ属
200 29ユ 3．4 ○ × 978 コナラ属アカガシ亜属 … 一 一 16．3 3．3 ○ ○ × 1009コナラ属アカガシ亜属
200 10．8 2．8 × ○ 一 全周 均整？ 一 1087コナラ属アカガシ亜属
20ヱ 20．8 24 × ○ 1059スダジイ ○ 一 40．2 3．2 ○ ○ 1114コナラ属コナラ節 ○
202 76．1 4．0 × ○ 947 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 … 31．2 3．4 ○ ○ 1061コナラ属アカガシ亜属 ○
203 62．7 3．4 ○ ○ ○ 1094コナラ属アカガシ亜属 ○ 一 448 34 ○ ○ 997 コナラ属アカガシ亜属 片面 ？
204 22戊 2．2 ○ × 1098イヌガヤ 一 22．3 28 ○ ○ 977 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面
205 62．5 3．2 ○ × ○ 1106コナラ属アカガシ亜属 一 13．3 34 × × 一 一 …
206 347 46 × ○ 1102ムクロジ 全周 片面 ｝ 12．0 3．5 ○ × 一 一 ∠
207 67．9 3．5 ○ ○ 1113コナラ属アカガシ亜属 片面 片面 ｝ 5．6 34 × × ｝ 一 一
208 42．1 3．4 ○ ○ 937 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 一 193 3．2 × × 1042スダジイ ○
209 56．4 2．7 ○ ○ ○ ヱ110 コナラ属アカガシ亜属 片面 片面 一 30．5 2．9 × ○ 971 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整
210 70．4 44 ○ × ○ 1108コナラ属アカガシ亜属 片面 片面 一 15．9 3．0 ○ × 一 一 ＿「
211 91．3 2．8 ○ ○ ○ 1105コナラ属アカガシ亜属 一 26．3 3．7 ○ ○ 1071コナラ属アカガシ亜属 ○
212 … 10．5 3ユ ○ ○ 1091コナラ属アカガシ亜属 ○
213 49．1 3．8 ○ ○ 1085コナラ属アカガシ亜属 ○ … ヱ0．9 3．2 ○ × 一
214 一 479 3．6 ○ ○ 1092コナラ属アカガシ亜属 ○
215 58．2 44 ○ ○ 1104コナラ属アカガシ亜属 一 0087一〇．329 436 2．3 ○ × ○ 1109コナラ属アカガシ亜属 片面 均整？
216 45．1 3．8 ○ ○ 996 リンボク 全周 片面 一 35．0 3．3 ○ ○ ○ 964 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整
217 6亙5 3．7 ○ ○ 995 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 一 15．9 2．9 ○ × 1003コナラ属アカガシ亜属 一 …
218 25．3 2．5 ○ ○ 1006コナラ属アカガシ亜属 片面 片面 … 17．3 3．2 × ○ 一 全周 均整
219 55．4 5．3 ○ ○ 934 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 … 345 40 ○ ○ ○ 一 一 一
191？ 0．09 一〇．406 519 3．8 ○ ○ ○ 942 コナラ属アカガシ亜属 全周 均整 一 22．0 3．0 × ○ ｝ 全周 片面
192？ 53．6 3．6 ○ ○ 1100リンボク 全周 均整 一 21．1 3．2 × ○ ｝ 片面 片面






























































































































































































































































































































































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 深鉢 一 突帯：三角～台形・右D字（刻み丸め）、口縁：V字、外：ナデ、内：摩耗で不明瞭ながらナデ 暗褐色 良：細砂～粗砂
2 深鉢 一 突帯：三角～台形・右D字、口縁：無刻み、外：ナデ、内：摩耗で不明瞭 褐色 精良：細砂
3 深鉢 一 突帯：三角～台形・右D字、口縁：V字、外：ナデ、内：ナデ 暗褐色 良：細砂～粗砂
4 深鉢 一 突帯：三角～台形・左D字、口縁：摩耗で刻みの有無不明、外：ナデ、内：ナデ 白黄褐色 精良：細砂
5 深鉢 一 突帯：台形・左D字、外：ナデ、内：摩耗で不明瞭 暗褐色 精良：細砂
6 深鉢 一 外：胴部最大径より上はナデかミガキ・下は横ケズリ・胴部沈線、内：摩耗で不明瞭 白黄褐色～榿褐色／暗褐色 良：粗砂
7 鉢 一 椀形、外：斜めにナデ、内：ミガキ 褐色 精良：細砂
8 浅鉢 一 口縁：面取り・外側が肥厚・内側に沈線、外：ミガキ、内：ミガキ 黒褐色 精良：細砂～粗砂
9 深鉢 底径12．8 外：ナデ、底外：ナデ・おさえ、底内：ナデ・立ち上がり部との剥離痕がある 赤茶褐色／黄褐色 やや粗い：粗砂～細礫












































































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調 胎　　土


















































































番号 器種 法量（cm） 形態　手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 冴…鉢 ロ径346突帯　三角　左D字、口縁　左D字、外　二枚貝→ナテ（上部）　ケスリ（下部）胴部沈線、内　ナテ、胴下部中心に煤 褐色～暗褐色／灰褐色 良　細砂～細礫、角閃石
2 深鉢 一 突帯　三角　左D字、口縁　左D字、外　二枚貝（上部）　ケスリ　（下部）　胴部沈線、 明黄褐色／灰褐色 良　細砂～粗砂
3 深鉢 一 内　ナテ、胴下部中心に強く煤付着、外　ケスリ　胴部沈線、2と同一個体か？ 榿褐色／褐色 良　細砂～粗砂










































































6 深鉢 一 突帯　三角～台形・左D字、ロ縁左D字、外　ナテ、内　ナデ 黄褐色／暗灰褐色 良細砂～粗砂、赤色粒
7 深鉢 一 突帯　三角・左D字、ロ縁　左D字、外　ナデ、内　ケズリ→ミガキ、8と同一個体か？ 淡黄褐色／褐色 良細砂、角閃石
8 深鉢 一 突帯　三角・左D字、外　ケズリ→縦ナデ・突帯下を工具で調整、内　ミガキ 暗黄褐色 良　細砂～粗砂、角閃石
9 深鉢 一 突帯　方形・左D字、ロ縁　左D字、外　ケズリ→ミガキ、内　ナデ 褐色／暗褐色 良細砂～粗砂、角閃石
10 深鉢 一 突帯　三角～台形、右D字、口縁　面取り・V字　外　ナデ、内　ナデ 白榿褐色／黒褐色 やや粗細砂～粗砂
11 深鉢 一 突帯　台形～方形・左D字、口縁　面取りで外面がふくらむ、外　ナデ、内　摩耗で不明瞭 淡黄褐色 やや粗細砂～細礫
12 深鉢 一 突帯　三角・右D字　ロ縁　V字？、外　ナデ、内、ミガキ 淡褐色 良細砂、角閃石
13 深鉢 一 突帯　三角・右D字、口縁左D字、摩耗のため調整不明瞭 淡茶褐色／白褐色 精良　細砂
14 深鉢 一 突帯　三角～台形・左D字、ロ縁　左D字、摩耗のため調整不明瞭 黒褐色 良　細砂～粗砂
15 深鉢 一 突帯　三角・左D字、ロ縁　面取り・左D字、外　ナテ、内　ナデ 黒褐色 良．細砂～粗砂
16 深鉢 一 突帯　台形～方形・開V字、ロ縁　V字、外　ナテ、内　ケズリ→ナデ、外面に煤付着 淡褐色 良　細砂～粗砂、角閃石
17 深鉢 一 突帯　方形・開V字・刻み丸め、ロ縁　先端部は欠損するが、外面がふくらむ形態、外　ナテ、内ナテ 褐色／黄褐色 良細砂～粗砂、粗砂
18 深鉢 一 突帯　台形～方形・開V字、ロ縁　V字、外　突帯周辺ナテ、それより下ミガキ、内　ナテ、外面に煤付着 茶褐色 良細砂～粗砂
19 深鉢 『 突帯　三角・開V字、口縁　面取り、外　ナデ、内　摩耗で不明瞭 淡黄褐色／黄褐色 良　細砂～粗砂
20 鉢 一 突帯　三角～台形・開V字、ロ縁　V字、外　ナデ、内　摩耗で不明瞭 暗茶褐色 良　細砂～粗砂
21 鉢 一 突帯　三角・V字、口縁　端部欠損、外　ナデ、内　摩耗で不明瞭 橿褐色 良　細砂～粗砂
22 鉢 一 突帯・ロ縁　摩耗で明瞭、外　ナデ、内　摩耗で不明瞭 暗黄褐色 やや粗い　細砂～粗砂
23 鉢 一 突帯・ロ縁　摩耗で不明瞭、外・内　摩耗で不明瞭 黄褐色／暗茶褐色 やや粗い　細砂～粗砂
24 浅鉢 一 突帯　三角・小右D字、ロ縁　小右D字、外　摩耗で不明瞭、内　摩耗で不明瞭・ロ縁端部下に一条沈線 茶褐色／暗褐色 精良細砂、角閃石





































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
26 浅鉢 （316） 波状ロ縁、ロ縁　端部に刻み・内外に一条沈線、外屈曲部～段の間はナテ後にミガキ・他は全ﾊミガキ、内　摩耗で不明瞭
明橿褐色～
賦倹F／黒褐色 精良細砂～粗砂
27 浅鉢 330 ロ縁　内外ナテで成形端部面取り　内面に一条沈線、外屈曲部より上はミカキ・下はケスリ、内　ミカキ（屈曲部はナテ後） 黒褐色 良　細砂
28 浅鉢 一 波状ロ縁、口縁　端部に刻み・内面に三条凹線、外　ミガキ・屈曲部の上に沈線、内　摩耗で不明瞭・屈曲部に段 暗灰褐色 精良細砂
29 浅鉢 ） ロ縁ナテで成形、外　ミガキ、内　ミガキ 褐色 精良細砂
30 浅鉢 一 ロ縁摩耗で不明瞭、外　ミガキ、内　ミガキ、29と同一個体か 褐色 精良細砂
31 浅鉢 一 ロ縁摩耗で不明瞭、外　ミガキ、内　ミガキ 黒褐色／褐色 精良細砂～粗砂
32 浅鉢 一 ロ縁　ナテで成形、外　ケズリ、内　ミガキ 灰黄褐色 良　細砂～粗砂
33 浅鉢 一 ロ縁　ナテで成形・内面に沈線、外　ナデ・屈曲部の上に沈線、内　摩耗で不明瞭 褐色 やや粗い　細砂～粗砂
34 浅鉢 一 口縁端部面取り、外　ミガキ、内　ミガキ 黒褐色 精良細砂
35 浅鉢 一 屈曲部周辺のみ、外屈曲部より上はミガキ・下はケズリ、内　ナテ 暗褐色 精良細砂～粗砂
36 浅鉢 一 屈曲部周辺のみ、外　ケズリ・屈曲部の上に沈線、内　屈曲部に段・屈曲部より上部はミガキ 黒褐色 精良細砂
37 浅鉢 一 屈曲部周辺のみ、外　ケズリ・屈曲部の上に沈線か段、内　屈曲部に段・屈曲部より上部はミガキ 灰黄褐色 精良　細砂

































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
39 深鉢 底径9．3 外：ナデ・立ち上がり部赤変で不明瞭、内：ミガキ、底外：赤変で不明瞭、底内：~ガキ、1／2残存
明橿褐～白褐色／
賦戟`暗茶褐色 良：細砂～粗砂
40 鉢 底径9．0 外：ナデ、底外：ナデ・一部赤変、底内：おさえ、底部板のみで剥離痕跡が明瞭、1／1残存 褐色／黒褐色 良：細砂～粗砂
41 鉢 底径6．8 外：ナデ、内：ミガキ、底外：ナデ・一部赤変、底内：ミガキ、1／3残存 暗灰褐色／黒褐色 良：細砂～粗砂、角閃石
42 鉢 底径7．2 外：ナデ、底外：赤変で不明瞭、底内：ナデ、1／4残存 白黄褐色／暗褐色 良：細砂～粗砂
43 鉢 底径10．0 外：摩耗で不明瞭、内：ミガキ、底外：摩耗で不明瞭、底内：ミガキ、1／4残存 淡褐色／暗褐色 やや粗い：細砂～粗砂
44 鉢／浅鉢 底径8．9 外：ナデ、内：ミガキ、底外：ナデ、底内：ミガキ、ユ／5残存 暗黄褐色／暗茶褐色 精良：細砂～粗砂
45 浅鉢 底径8．0 外：ナデ、底外：ナデ、底内：おさえとナデ、1／4残存 燈褐色 精良：細砂
46 浅鉢 底径11．0 外：ミガキ、底外：ミガキ、底内：ミガキ、底部板のみで剥離痕跡が明瞭、1／4残存 黒褐色 良：細砂、角閃石多
47 鉢／浅鉢 一 外：ミガキ・下端に浅く太い沈線、内：ミガキ、底外：摩耗で不明瞭、底内：ミガキ 黒褐色 良：細砂～粗砂、角閃石多
48 鉢／浅鉢 一 外：ケズリ、内：ミガキ、立ち上がり部のみで底部板との剥離痕がある 黒褐色 やや粗い：細砂～粗砂、角閃石
49 浅鉢 一 外：ナデ・下端に沈線、内：ナデ、底外：ナデ、底内：ナデ 茶褐色 精良：細砂、角閃石
50 浅鉢 一 外：摩耗で不明瞭・下端に沈線、内：ミガキ、底外：摩耗で不明瞭 茶褐色／暗褐色 良：細砂～粗砂、角閃石多
51 浅鉢 一 外：摩耗で不明瞭、内：ミガキ、底外：摩耗で不明瞭、底内：ミガキ 淡褐色／黒褐色 良：細砂
52 浅鉢 一 内外ともに摩耗で不明瞭、底部が板状にならずに立ち上がる形態 褐色 良：細砂～粗砂、角閃石
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番号 器種 形態・手法ほか 色調 胎　　土
1 壼 外：ミガキ・上下の重弧文が縦横??ﾌ沈線に囲まれる、内：ナデ 榿褐色 精良：細砂


























































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 壼 一 外：摩耗で不明瞭・頸部と胴部に三条沈線、内：頸部の屈曲部におさえが連続 榿褐色／暗黄褐色 良：細砂～粗砂・角閃石
2 壼 一 口縁：端部ナデ、外：ミガキ、内：ミガキ、1の口縁部と考えられる 榿褐色 良：細砂～粗砂・角閃石

































































































































@（m） 製品名 木取り OKUF 樹　　種
1 ＊57 ＊7 2．0 0，806 樹皮 一
2周辺 24．0 5．5 工0 一 ？ 1244コナラ属コナラ節
2周辺 ＊82 ＊9 ＊2．4 一 加工木 柾目材 1281 コナラ属クヌギ節




4 223 19 4．8 0，827 加工木 柾目材 1272コナラ属クヌギ節
5周辺 12．2 6．3 0．9 一 加工木 柾目材 1254コナラ属コナラ節
5周辺 20．9 2．0 1．2 …
？ ？ 1270コナラ属クヌギ節
6 ＊171 5．0 2．7 0793 加工木 みかん割 1284コナラ属クヌギ節
7 ＊74 6．2 5．5 0，775 自然木 割材？ 1246コナラ属コナラ節
8周辺 79．5 11．6 46 ｝ 加工木？ 半割？ 1238コナラ属コナラ節
8周辺 45．2 11．4 3．0 … 加工木？ みかん割？ 1276コナラ属コナラ節
8周辺 489 100 67 一 加工木 みかん割 1257コナラ属クヌギ節
8周辺 一 一 一 一 加工木 柾目材 1249コナラ属クヌギ節
8周辺 一 … 一 ｝ 加工木？ 半割？ 1267クリ
8周辺 一 … 一 … 一 一 1286コナラ属クヌギ節
9 ＊36 5B 1．0 0，775 加工木 柾目材 1243コナラ属クヌギ節
10 ＊25 ＊7 … 0．75 加工木 柾目材 1280コナラ属クヌギ節
11 ＊39 ＊9 1．1 0．78 加工木 柾目材 1248コナラ属クヌギ節




13 ＊95 ＊9 2．0 0．78 力日工木？ 柾目材？ 1239コナラ属アカガシ亜属
14周辺 22．7 5．0 2．3 一 加工木 みかん割 1258コナラ属コナラ節
14周辺 63．9 6．3 3．0 0．83 加工木 みかん割 1241 コナラ属コナラ節
15 ＊79 ＊9 3．4 0，826 加工木 みかん割 1256コナラ属クヌギ節
16 42．5 48 2．3 一 加工木 みかん割 1255コナラ属コナラ節
18 ＊58 ＊9 ＊0．7 0．74 加工木 柾目材 1262コナラ属クヌギ節




20 ＊101 ＊14 3．2 0，749 加工木？ 半割材？ 1266コナラ属クヌギ節
21 112．8 10．1 7．8 加工木W31 柾目材 一 一
22 ＊111 ＊10 3．2 0，762 加工木 みかん割 1278コナラ属コナラ節
23 ＊57 ＊5 3．6 0．79 … 一 一
24 ＊32 ＊7 1．5 0，775 加工木 柾目材 1287コナラ属クヌギ節
一 75 5．5 5．0 一 加工木 みかん割り 1159クワ属
一 24．6 27 1．9 一 加工木 みかん割 1242コナラ属コナラ節
一 ＊63 5．8 1．7 0，868 加工木 みかん割 1269コナラ属クヌギ節
… ＊30 ＊5 2．2 0．75 加工木 みかん割 1282コナラ属クヌギ節
一 ＊33 6．5 1．0 0．75 加工木 追柾目材 1283コジイ
一 20．3 45 1．0 … 加工木 柾目材 1261コナラ属クヌギ節
｝ ＊59 ＊10 1．2 0，740 加工木 柾目材 1268コナラ属コナラ節
一 109 24 0．8 0．75 加工木 柾目材 1273コナラ属クヌギ節
一 ＊77 8．0 2．4 0．73 加工木 柾目材 1247コナラ属クヌギ節
｝ ＊60 ＊7 ＊1．3 0，868 加工木 柾目材 1245コナラ属コナラ節
一 7．1 2．2 1．9 一 加工木？ 割材？ 1251コナラ属アカガシ亜属
一 10．0 3．5 2．4 ｝ 加工木 みかん割 1260コナラ属クヌギ節
一 8．7 4．4 2．0 … 加工木 みかん割 1253コナラ属クヌギ節
一 11．6 5．5 43 一 加工木 みかん割 1252コナラ属クヌギ節
一 2L7 4．0 1．4 一 加工木？ みかん割？ 1263コナラ属コナラ節
一 48．0 8．0 3．7 … 加工木 板目材 1277カヤ
｝ 35．7 5．5 2．9 一 加工木？ みかん割？ 1271コナラ属クヌギ節
… ＊91 ＊ユ4 44 α82 自然木？ 半割材？ 1240コナラ属クヌギ節
一 20．8 59 3．8 … 自然木 丸木材 1265ムクノキ
一 43．2 6．5 6．3 一 自然木 丸木材 1259コナラ属コナラ節
一 8．2 49 0．9 一 自然木 木片 1274コナラ属アカガシ亜属
… 11．3 5．8 41 一 一 一 一 一
一 9．5 3．7 0．9 … 一 一 一 ｝
一 ＊27 5．8 1．0 0，744 一 一 ｝ 一
一 ＊119 3．9 2．3 0，805 … 一 一 一
… ＊24 ＊8 1．0 0．75 … 一 一 一
… ＊33 76 0．8 0．75 一 ｝ 一 …
一 ｝ 一 一 一 木製品小片 柾目材 1288コナラ属コナラ節
一 一 … 一 一 加工木 板目材 1186クスノキ
一 一 一 一 一 加工木？ みかん割？ 1292コナラ属クヌギ節
… 一 一 ｝ 一 加工木 柾目材 1285コナラ属クヌギ節
一 ｝ 一 … 　 自然木？ 木片？ 1293イヌガヤ






@（m） 製品名 木取り OKUF 樹　　種












































































































番号 位置ﾔ号 器種 木取り
法量（cm）
長さ 幅 厚さ 形態・手法ほか 樹　　種
W31一 部材 柾目 ll2．810．1 7．8 表面全体を加工、加工幅1．3～2．7cm 一
W324 杭 丸木 106．88．4 7．8 加工は全周するが一方向からが主、先端部の加工範囲32．2cm、先端部11面加工・断面円形、下半ﾍ14面加工・断面四角形、枝払い有り ツバキ属

































法量（cm） 形態・手法ほか 樹　　種番号 位置ﾔ号 器種 木取り 長さ 幅 厚さ
W345 杭 丸木 80．9 18．7 18．2 加工は均質に全周、先端部の加工範囲29．3cm、先端部下半は10面加工 コナラ属クヌギ節
W353 杭 丸木 44811．2 ユ0．6 二方向からの加工、先端部の加工範囲11．1cm・13．Ocm、先端つぶれる コナラ属クヌギ節
W367 杭 丸木 59．5 8．6 6．4 加工は全周しない、先端部の加工範囲5．6cm、先端欠損、先端部6面加工 ツバキ属
W372 杭 丸木 53．0 9．1 8．5 二方向からの加工（一方を重点的に加工）、先端部の加工範囲6．6cm・48cm、樹皮残存、枝払い有りコナラ属コナラ節



















































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 壼 一 外：口縁端部～屈曲部ナデ・以下はミガキ、内：ミガキ、大型壼、焼成堅緻 淡灰褐色 精良：細砂、赤色粒
2 壷 一 外：ミガキ、内：摩耗で不明瞭 暗褐色／淡橿褐色 良：細砂～粗砂
3 壼 一 外：ミガキ・四条のヘラ描沈線と三条沈線の山形文、内：ナデ 暗黄褐色 精良：細砂～粗砂
4 壼 底径5．9 外：頸部縦ミガキ（一部横）・胴部横ミガキ・頸部～胴部縦と横の沈線、内：口縁ミガキ・下ナf、底外：ミガキ 暗茶褐色／暗灰色 良：細砂～粗砂
5 壼 底径11．8 外：縦ハケ→ミガキ、内：板ナデ→ミガキ、底部が赤変して剥離、煤・焦げ付着 白黄褐色 良：細砂～粗砂




































































































2 深鉢 一 突帯　三角・右D字、ロ縁　面取り、外　ナテ、内　ナテ・接合痕上おさえ、接合痕良く残る 暗褐色 良　細砂～粗砂、角閃石
3 深鉢 一 突帯　台形～方形・左D字、外　ナテ、内　摩耗で不明瞭 褐色 精良　細砂～粗砂
4 深鉢 一 突帯　三角～台形・右D字、口縁　無刻み、外　ナテ、内　ナデ 暗褐色 精良　細砂～粗砂
5 深鉢 一 突帯　三角・開V字、口縁　面取り、外　強いナデ、内　不明瞭ながらナテ・接合痕 淡褐色 精良　細砂～粗砂
6 深鉢 一 突帯　三角～台形・開V字、口縁　無刻み、外　ナテ、内　ナデ、突帯～ロ縁端部間短い 黄褐色 精良　細砂
7 深鉢 一 突帯　台形・開V字、口縁　面取り・肥厚、外　ナテ、内　ナテ、面取り時のナテで口縁端部少したわむ 褐色 良　細砂～粗砂、角閃石
8 1支鉢 一一 突帯　三角・V字（突帯下まで）、ロ縁　V字、外　摩耗、内　摩耗、口縁端部付近に太い沈線 灰褐色 精良　細砂、角閃石











14 深鉢 一 突帯　台形・V字、ロ縁無刻み、外面　ナテ・文様あり？、内面　ナデ、補修孔あり（06cm）淡褐色 良　細砂、角閃石
15 深鉢 一 突帯　台形～方形・V字、日縁外面ふくらむ・無刻み、外　ナデ、内　摩耗 褐色 良　細砂～粗砂




18 鉢鉢 一 突帯　三角～台形・V字、外　摩耗で不明瞭、内　ナテ 茶褐色／暗褐色 良粗砂
19 鉢 一 突帯　三角・V字、外　突帯周辺はナデ・それより下はミガキ、内　不明瞭 黒褐色／淡褐色 精良　細砂～粗砂
20 鉢 突帯　台形・V字、外　内外とも摩耗で不明瞭・突帯周辺はナテ 褐色／赤褐色 精良　細砂～粗砂




23 浅鉢 一 突帯　三角～台形・V字、口縁　面取り・無刻み 黒灰褐色 精良　細砂
24 鉢 一 摩耗で調整不明瞭、ロ縁部にぶく屈曲する 暗褐色 良　細砂
25 鉢 一 ロ縁　ナテ・内面は鋭角的に屈曲、外　ミガキ、内　摩耗で不明瞭 白褐色 良　細砂
26 鉢 ロ径356口縁　内外ミカキ・内面鋭角的に屈曲、外　ミガキ・胴部屈曲部上沈線、内　ミガキ・胴部屈曲部はナテ 明褐色／黒褐色 精良　細砂
27 鉢 一 ロ縁　面取り、外　ミガキ、内　ミガキ 黒褐色／暗褐～褐色 精良　細砂
28 鉢 一 ロ縁　ナデ・内面ロ縁端部付近に一条沈線、外　ミガキ、内　ミガキ 暗茶褐色 精良微砂～細砂
29 鉢 一 ロ縁　面取り・内面のロ縁端部付近に太い二条の沈線、外　ミガキ、内　ミガキ 黒褐色 精良　細砂
30 浅鉢 一 口縁　内面はロ縁端部付近の段に赤色顔料僅かに残る、外　ミガキ、内　ミガキ 黒褐色 精良微砂～細砂
31 浅鉢 一 口縁　内面の口縁端部付近に段、外　ミガキ、内　ミガキ 褐色 精良細砂～粗砂
32 浅鉢 一 ロ縁　面取り、外　ミガキ、内　ミガキ・屈曲部分の下に沈線 異褐色 精良細砂～粗砂
33 浅鉢 ｝ 内外ともに摩耗で調整不明瞭、外面の口縁端部から少し下がったところに沈線 灰褐色 精良　細砂
34 浅鉢 一 外　ナテ、内　ナテ 淡黄褐色 精良　細砂





























号? 種? 量（cm）? 態・手法ほか? 調（外／内）? 　　土
6? ? 径2L5／　Q0．5? 縁：ナデ・外面三条沈線、外：沈線下縦ハケ（細い）、内：摩耗、胴部下半赤変しロ盾ｪたわむ、上半煤? 黄褐色? 良：細砂～粗砂
7? ? ? ：ハケ→ミガキ・頸部に段、内：ミガキ、焼成堅緻? 黄褐色? ：細砂8? ? ? ：ミガキ、内：摩耗? 黄褐色／明白黄褐色? ：細砂～細礫9? ? ? 外ともに摩耗? 榿褐色? ：細砂～細礫0? ／壼? ? 縁：緩く外反・外面ナデ、外：ミガキ、内：ミガキ? 褐色／暗褐色? 良：細砂1? ? ? ：ミガキ・上部に二条の沈線残存、内：ミガキ? 褐色／暗黄褐色? ：細砂～粗砂2? ? 径56?外ともに摩耗、底外に籾圧痕跡が残る、1／1残存? 褐色? 良：細砂～粗砂3? ? 径5．8?：ナデ、内：ナデ、底外：ナデかミガキ、平滑、底内：ナデ、1／2残存? 褐色? 良：細砂～粗砂4? ? 径78?：ナデ、底外：摩耗、底内：ナデ、1／5残存? 褐色? 良：細砂～粗砂5? ? 径9．8?：底部板部ナデ・立ち上がりミガキ、内：ナデ、底外：赤変、底内：ナデ、1／3残存?黄褐色? ：細～粗砂、角閃石、赤色粒6? ? 径94?：ミガキ、内：ミガキ、底外：ミガキ、底内：ナデ、1／1残存? 黄褐色? 良：細砂～粗砂7? ? 径8．6?外ともに摩耗、1／8残存? 黄褐色? 良：細砂8? ? 径7．0?：赤変、内：ナデ、底外：赤変、底内：ナデ、1／4残存? 褐色? ：粗砂、赤色粒9? ／鉢? 径ユα0? ：摩耗、内：ナデ、底外：ナデ、底内：おさえ、焼成堅緻、1／3残存? 褐色? ：細砂～粗砂





















































































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
56 鉢／壼 一 外：残存部に多条の太い沈線（2～3㎜）、沈線間はミガキ、内：不定方向だが丁寧なミガキ 黒褐色～暗褐色／暗褐色 精良：細砂
57 鉢／壼 一 外：残存部に多条の太い沈線（2～4㎜）、沈線間はミガキ、内：摩耗、56と同一個体か 黒褐色／暗褐色 精良：細砂
58 鉢／壼 一 外：弧状の沈線に囲まれて中央がX字状にくり込まれている、内：斜め・横ミガキ 暗褐色／淡褐色 精良：細砂
59 鉢？ 一 波状ロ縁、ロ縁：面取り、外：ミガキ・煤、内：ナデ・ミガキ・弧状一条＋三条沈線 暗褐色 精良1細砂～粗砂
60 鉢？ 一 外：最大径の上に沈線・沈線下はケズリ→ナデ・沈線上はナデ、内：ミガキ 暗茶褐色／黒褐色 精良：細砂
61 深鉢 底径6．1 内外ともに摩耗、手捏ねでつくられたようなゆがみの大きい底部 褐色 やや粗い：粗砂
62 深鉢 一 尖底、外：ナデ、内：ナデ、底外：熱のために荒れている、底内：ナデ 暗褐色 精良：細砂
63 深鉢 一 尖底、外～底外：赤変、底外：熱のために荒れている、底内：ナデ 黒褐色／榿褐色 良：細砂～粗砂
番号 器種 最大幅（㎜） 最大長（㎜） 最大厚（㎜） 重量（9） 石材 特　　徴
S5 石繊 20．0 29．0 2．8 1．2 サヌカイト 凹基式無茎石繊、五角形繊、翼部は短い
S6 石鎌 15．0 19．0 2．8 0．6 サヌカイト 凹基式無茎石繊、翼部は短い
S7 石鎌 10．0 15．5 3．0 04 サヌカイト 平基式無茎石繊、先端・両翼欠損、縄文時代後期の石鎌の可能性
S8 加工痕ある剥片 53．5 160．9 20．0 93．6 サヌカイト 原礫面を残す横長剥片、片面調整によって刃部を作りだす
S9 石庖丁 48．5 130ユ 75．5 59．3 粘板岩 背部が直線的、穿孔は2ヶ所で両面から、刃部は両刃
S10 砥石 （26．6） （348） 25．5 32．2 アプライト 両面に斜め方向の擦痕
























































































































































番号 器種 法量（cm） 形態・手法ほか 色調（外／内） 胎　　土
1 丸底壼
口径9．6
寘bP0．0
外：粗い斜めハケ・ナデ、
焉F粗い斜めハケ・ナデ・指おさえ 淡黄榿色／淡黄白～灰色 やや粗：微砂～細砂
2 丸底壼
口径8．2
寘bW．7
外：ナデ・ミガキ・ハケメ、
焉Fハケメ・ナデ・指おさえ
明榿色／明橿色 やや粗：細砂～細礫
∵い㌣確 ○ ぷ　　㍉
濤影
～塁
．欝迂
　曳ご
　　　　w’バ
　　　　砒よ噂、
　　　　　図58　ピット3・出土遺物（縮尺1／20・1／4）
これと交差するようにほぼ東西に並ぶものをピット列2としてい
る。柵列としての機能を有していたと考えられる。遺物は出土していない。
①ピット列1北北東一南南西方向のピット列1は溝6にほぼ沿ったかたちで並ぶが、ピット列1に交差するピ
ット列2の南北で軸がずれているため、北半をピット列1a、南半をピット列1bとする。
　ピット列1aは3基のピットで構成される。検出面の標高は2．45m前後で、列の長さは約100cm、ピットの間隔
は約50cmで、ほぼ均等である。それぞれのピットの径は50～60cm、深さは10cm前後である。断面形は箱状で、杭
を打ち込んだものではないと推測される。埋土は淡灰黄色砂質土である。溝7に沿って列をなしており、古墳時
代前半期の遺構と考えられる。
　ピット列1bは4基のピットで構成される（図59）。検出面の標高は2．45m前後で、列の長さは210cm、ピット
の間隔は約70cmで、ほぼ均等である。それぞれのピットの径は約40～60cm、深さは8～10cm前後のきわめて浅い
ものであった。断面形は箱状で、杭を打ち込んだものではないと推測される。埋土は淡灰黄色砂質土である。溝
72
古墳時代の遺構・遺物
7に沿って列をなしており、古墳時代前半期の遺構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と嶽霊．1bぽずかに軸がずれるもの㌧　　　一＞＞
列を構成するピットの規模や、掘り方の深さや形状、　　　1・淡灰黄色砂質土　　　　　0　　　　　　　1m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一埋土が近似しており、同時に存在した可能性がある。
ピット列が柵列状の機能を有する構造物であったと　　　　　　　図59　ピット列1b（縮尺1／40）
すれば、ピット列1aとピット列1bの間隔は約180cmであり、出入りロ状に柵列を開放していたことも想定される。
②ピット列2東西方向のピット列である。3基のピットが東西に並ぶ。検出面の標高は2．45m前後で、東側の3
基を結ぶ長さは約280cm、ピットの間隔は約120cm、180cmで、不均等である。径は約40～60cm、深さは10cm前後
である。断面形は箱状で、杭を打ち込んだものではないと推測される。埋土は淡灰黄色砂質土である。さらに西
に3．9m延長した地点に同様の規模や埋土を有するピット1基が確認でき、直線的に並ぶことから、これもピッ
ト列2を構成するものと考えられる。これを含めると、現状では4基のピットを確認できることになる。東側の
3基のピット列と西側のピットの間隔は390cmになるが、これは間に重複遺構である溝7が通り、その埋土がこ
れらのピットのものと近似していたため、ピットの有無について確認できなかったためである。ピット間の距離
を考慮すれば、本来はこの間に2基のピットが掘削されていた可能性が高い。なお、ピット列2は、規模や形状、
埋土がピット列1に類似するものの、ピットの間隔が大きく、不均等であることやピット列の方向が異なるとい
う差も認められる。さらに溝7を切るピットも含まれることから、ピット列1よりも後出すると思われる。ピッ
ト列1とは時期や内容が異なることから、地形に規制された区画から、正方位の地割に移行した段階を示す可能
性もある。遺構の時期は、直上に〈9層〉が堆積しており、古墳時代前半期の遺構と考えられる。
b．溝
　4条の溝を検出した。いずれも北東から南西方向に走行する溝である。断面において確認した溝5をのぞき、
同一・の流走方向をとる3条の溝iを比較すると、溝6・8はほぼ同規模であるのに対し、溝i6は幅広で浅い溝1であ
り、隣i接する溝同士で違いも認められる。
溝5（図60）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁　第23次調査区北西端のAZ15－77区に位置するが、溝i　6
と中世の溝である溝11によって切られている。平面的な形
状を把握することはできなかった。調査区北壁・西壁にお
ける断面観察からは、溝6～8と同様、北東から南西に向
かって走行する溝であり、深さは約0．5mを残しているこ
とが確認された。底面の標高は約2．1mである。埋土は灰
黄褐色～暗灰褐色の砂質土で、鉄分やマンガンの沈着が観
察された。ただし、調査区北壁・西壁断面と溝の走行方向
は斜交しており、正確な幅や断面形をうかがい知ることは
できなかった。遺物は出土していない。走行方向から、他
の溝群と同じく古墳時代前半期の遺構とみられる。
溝6（図61）
　第23次調査区北西微高地のAZ15－67区で検出した。検
出面は上面が削平をうけているため、〈10層〉上面に連な
る〈13層〉上面で、標高は約2．5mである。北北東から南
27m
b’
1．黄灰褐色砂質土
2．暗灰褐色砂質土
3．灰褐色砂質土
4．暗灰褐色砂質土　Mn多
べ ＼
0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
5．暗灰褐色砂質土
6．灰褐色砂質土
図60溝5（縮尺1／30）
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調査の記録
南西方向に走行する。平行して掘削された溝群のうち、最も北西側のも
のである。調査区内では約2．5mを検出した。溝iの幅は約100cm、深さは
約35cmである。底面の標高は2．11mである。半円形の掘り方を呈するが、
溝の東側掘り方は2段掘り状を呈している。埋土は灰褐色～暗褐色の砂
質土であり、鉄分やマンガンの沈着により分層した。図化可能な遺物は
出土していないが、土層や他の溝との関係から古墳時代前半期の範疇で
とらえられる。
溝7（図62）
　第23次調査区北西微高地のAZ15－57・67・68区で検出した。検出面
は〈10層〉上面で、標高は約2．5mである。北北東から南南西に走行す
る溝である。幅は約210～240cm、深さは約30cmである。平行する溝群の
うち、最も幅広だが、掘り方は浅い皿状を呈＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dする。埋土は暗灰～茶褐色系の砂質土で、鉄
分やマンガンの沈着が観察された。底面の標
高は約2．2～2．3mで、北から南に傾斜する。
遺物の出土はないが、溝の埋没後に古墳時代　1．暗褐色砂質土Mn多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．暗灰褐色砂質土中期の丸底壼を埋納したピット3が掘削され　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．暗褐色砂質土
ており、ピット3を下限とする古墳時代前半
期の遺構とみられる。
溝8（図63）
　第23次調査区北西微高地のAZ15－57・
58・69、BA－60区で検出した。検出面は
丁 25m
修4
1．灰褐色砂質土　Mn
2．暗灰褐色土
ξ
wヰ㌔鳳㌘こ
Z　　5。，，
3．暗灰褐色土
4．暗灰褐色土　Mn
図61溝6（縮尺1／30）
4．黄褐色砂質土
5．暗灰褐色砂質土
㍉
27m
d‘
　　　　　　　　　　1m
〈10層〉上面で、標高は約2．4mである。北北東から南南西に走行
し、わずかに南東にふくらんで掘削される。幅は約80～130cm、
深さは約30～40cmである。底面の標高は1．96～2．14mで、北から
南に傾斜する。断面形は、丸底状を呈する部分と、箱状に掘削す
る部分が認められ、一様ではない。溝の使用時に再掘削が行われ
た可能性もある。埋土は灰褐色～茶褐色系の砂質土で、鉄分やマ
ンガンの沈着が観察された。遺物は出土していないが、土層や他
の溝との関係から古墳時代前半期の範鴫でとらえられる。
c．包含層出土遺物（図64）
　古墳時代の包含層である〈9層〉からは須恵器の杯身ないし有
蓋高杯杯部と、短脚高杯脚部が出土した。脚部の透かしは片側の切
断面が残るのみであり、透かしの形状や穿孔数は不明である。い
ずれも小片であるが、古墳時代後期に位置づけられる。この時期
の遺構・遺物は、周辺の第10・26次調査地点でも確認されている。
図62溝7（縮尺1／30）
e
　　　　　50cm
1．淡灰色砂質土
2．淡灰色砂質土
25m一δ「　　1．淡灰色砂質土　砂多
　　2．暗灰色砂質土　Fe、
　　　　砂多
　　3．灰褐色砂質土
　　　　　　25m　　　　f
3．暗灰色砂質土　Fe、砂多
4．灰褐色砂質土
図63　溝8（縮尺1／30）
巳二＞1∠輩⊆、
番号
1
2
器種
杯身
高杯
法量（cm）
ロ径104
脚　底径96
形態　手法ほか
ナテ
ナデ、透かし
色調（外／内）
明青灰色／明青灰色
淡青灰色／明灰白色
胎　土
精良　微砂～細砂
良　微砂～粗砂
図64　古墳時代包含層出土遺物（縮尺1／4）
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